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はじめに～震災とweb 
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Google Person Finder 
•  被災地の避難場所で避難者名簿を写真に
撮ってアップロード


•  画像にある個人情報を、日本（世界？）
各地のボランティアが文字おこし


•  文字おこしによって生み出されたデータ
が蓄積


•  安否確認したい人は、該当者の氏名で 
検索すればよくなる 
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http://
kanmisikou.net/lab/
power/ 



NERV極秘資料 - 電力使用状況の
メーキング 

• 画像＝非データをデータ化

• mash up

• 最新のウェブ標準で表現 



なぜこのような呼びかけが 
行われたか 
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http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/NEWS/20110328/358822/ 



ウェブの進化とは 
•  様々な人が分散的にデータを生成、共有
できるようになった


•  ウェブ上に集められたデータを 
＜処理＞して、活用できる情報に変える  
ことが容易になった


•  情報を表現し、活用するための手段が 
高度になった 



room仲介サイト 

http://roomdonor.jp/ 



311とウェブ 
• ウェブの特徴を生かした 
サービスが多数提供された

– ばらばらにあるものを 
集めてくるのが得意


– マッチングさせるのも得意

• ウェブ技術の進化が、 
そうしたサービスの実現を支えた 



W3Cの概要 



オープンプラットフォーム 
に必要なもの 

•  全ての人が 
•  あらゆる環境で 
•  同じようにデータを扱える 

•  Interoperability 

•  Device Independence 



オープンプラットフォーム 
に必要なもの 

Web Standards ウェブ標準 

•  全ての人が 
•  あらゆる環境で 
•  同じようにデータを扱える 



標準にも種類がある 
•  デジュール標準


– 政府や国際団体などによって制定される標準規格

–  ISO, JISなど


•  デファクト標準

– 自由市場において高い占有率（シェア）を獲得した 
ために、その規格が標準となったもの。 
政府の介入や、企業同士の合意によらない、 
あくまでも市場原理で確立される


–  Windowsなど

•  コンソーシアム標準（デファクト標準の一種）


– 関係する企業が合同で規格を策定し、 
それを標準としたもの


–  W3C標準 



W3Cの概要 
•  世界中の企業・研究機関・団体によって構成 
される、ウェブ標準規格を策定する団体


•  加入企業・研究機関・団体の数は300以上。

– http://www.w3.org/Consortium/

Member/List

•  加入企業・団体から参加するエンジニアに 
よって議論が進められ、標準規格が策定される。


•  今この瞬間も、電話会議で、メールで、  
仕様に関する議論が進められています。 



日本は大きな役割を果たしています 
•  W3Cのホストは世界に３つ。 
そのうち１つが日本に設置。 
– MIT CSAIL （当時はLCS） 

–  ERCIM (欧州情報処理数学研究コンソーシアム) 

– 慶應義塾大学SFC研究所（湘南藤沢キャンパス内） 
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W3Cの組織体制 

仕様書策定：	
  
メンバ、有志が	
  
ボランティアで実施  

運営：	
  
会費による運営資金サポート。

研究メンバの派遣。 

CEO:  
Dr. Jeffrey Jaffe 

W3Cは、企業会費により運営される民間団体。 
国、特定企業からも、中立独立した仕様策定団体。 

夏野教授 

一色教授 村井教授 

Director: Tim 
Berners-Lee 



W3Cにおける多岐にわたる仕様策定 

70を超えるWG（Working Group）
で、幅広い分野の規格を策定




W3Cにおける多岐にわたる仕様策定 



W3Cの標準化プロセス




W3C標準化プロセスの特徴 

• W3C≠デジュール標準 
• 実装主義 

 各社の採用・実装を 
コントロールしていない 

 実装が進んではじめて 
標準にいきつく 



仕様策定プロセス 

Working Group
 Interest Group
 Coordination Group


Working Draft


Last Call

Working Draft


Candidate

Recommendation


Proposed

Recommendation


Recommendation
勧告 

Incubator Group


ACによる投票 

Directorの判断 

他のグループとの 
整合性を取る 

実装例を待つ 

特徴：

1, 実装主義

2, Consensus方式

3, Director判断




IRCと電話で、言葉列を創る。 



MIT Boston 





HTML5の概要 



ウェブの果たす機能の変化 

•  ウェブメール

•  ブログ

•  SNS

•  ワードプロセッサ

•  表計算

•  プレゼンテーション

•  ・・・・・and more




HTML5に見える重要な変化 

ドキュメント共有プラットフォーム 

アプリケーションプラットフォーム 

この劇的な進化が今始まった。 



ウェブアプリケーションプラットフォームは、 
“ビジネスプラットフォーム”へ 

Browsing Platform  

Application Platform (HTML5)  
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HTMLの標準化 
HTML 

HTML2 

HTML3 

HTML3.2 

HTML4 

HTML4.01 

XHTML1.0 

XHTML Basic 

XHTML2.0 

XHTML1.1 

HTML5 

1989年 

1994年 

1995年 

1997年 

1997年 

1999年 

2000年 

2001年 

2000年 

SGML→XML 

携帯端末 

IEFT標準化 

拡大機能集約 

正しいHTML 

モジュール化 

XMLらしく 

Public 向けとして仕様化推進中。 
MS，Opera, Mozila, Google, Appleなどが中心に推進。 
2010年１0月にDraft、2012年にCRを目指す。


2007年開始 

IBMを中心に、イントラネットや 
DB用向けとして推進中。

※XHTML2.0は、厳密な仕様化により、古い
HTMLコンテンツも許容するブラウザを提供
すること難しく、Public用のブザウザでは実
装されていない。


目的：Web利用の容易化と拡張性の向上




それに対応したHTML5 
•  W3Cで策定を行っているHTML4.01、XHTML1.0、 

DOM2 HTMLの次期バージョン


•  WHATWG （Apple、Opera、Mozillaらが2004年6月 
設立）というW3C以外の団体からの提案がベース


•  HTML５の二つの側面

1)  マークアップ言語としてのHTML仕様

2)  Webアプリケーション開発のためのクライアント側のAPI仕様


•  File API


Webアプリケーションからファイルを表示したり、選択したり、データ
へアクセスしたりするためのAPI


•  Geolocation API


Webアプリケーションから位置情報を取得するためのAPI


•  UI系 API


DOMを容易に利用可能とした、ユーザインタフェースのためのAPI 


etc.・・・ 



Web and TV Interest Group 



HTML5と関連標準規格によって 
できること 

•  Web Storage

– データをブラウザ側に蓄積できる。 
ウェブアプリケーションのオフライン時利用を実現。


•  Web Sockets

– ブラウザとサーバ間で直接データのやり取りが可能。 
リアルタイム性向上とサーバ負荷削減効果大。


•  Web Workers

–  javascriptをバックグラウンド処理できる


ブラウザが 
＜ウェブ＞アプリケーションの 
動作環境として機能する 



•  HTML5 Video

•  Canvas


– スクリプト言語により生成された画像を描写するための 
HTML 要素


– 特別なプラグインをインストールすることなく、 
2Dアニメーションや３Dが観覧可能


•  SVG (Scalable Vector Graphic)

– 拡大しても荒くならないベクター形式の画像表示 

ブラウザ単独で 
よりリッチなコンテンツを楽しむ 

ことが可能に 

HTML5と関連標準規格によって 
できること 



テレビに対するHTML5の影響 

HTML5などによるウェブ機能の高度化 

テレビのデジタル化に伴なう多機能化 

• 放送とウェブの一体化 
• テレビはオープンプラットフォーム 
へと進化 



テレビの近未来 
•  番組のデータ放送情報を視聴者が友人に送る 
（データ放送情報の再利用）

–  リモコン操作によりTV画面からネットワーク上のアドレス帳にアク
セス、 
その中から興味を持ちそうな友人を選んで、番組情報（データ放送 
コンテンツやコンテンツのURL）を友人の携帯電話に送信  

•  同じ番組を視聴しながらTV画面を使ってチャットする

–  TV番組視聴中に、ネットワーク上に置かれた視聴者のアドレス帳に 
アクセスし、友人のプレゼンス情報（仕事中、在宅等の友人の状
態） 
をチェック


–  リモコン操作によりTV画面から友人を番組のチャットに招待

–  同一番組を視聴しながら、友人とTV画面上でチャット


•  番組に対して「つぶやく」


他のデバイスを起動するこ
となくTVから送信、情報
はデータ放送を再利用 

この番組面白い！

友達に教えよう 

面白そう！

早速TVを見よう 



2010年9月、日本で 
Web on TV Workshop を開催 

•  米国、欧州、韓国、中国など世界中から150人
程度の参加


•  Interest Groupを設立するという結論に 



TPAC 2010 Lyon 
•  年に1回行われる技術関連の議論を行う 
全体会議


•  日本会員企業から20人以上が参加 



TPAC2010 Lyon 
•  Web on TVをテーマとしたセッション実施 
•  縦書きレイアウトなど、電子書籍フォーマットに
直結するCSSワーキンググループの会合にも日本
からの参加者が多数出席 



Web and TV Workshop  
in Berlin　(2011年2月） 

•  欧州のみならず,日本および米国からの参加者を
含む総勢 120 名 ! 


•  日本からは,民放, NHK および放送機器メーカが
参加 (ACCESS の欧州現地法人も ) 
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Web and TV Interest Group 
•  Charterが作成されています。

•  http://www.w3.org/2010/09/

webTVIGcharter.html 
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日本語表現とWeb 



注目が集まる電子書籍 



ePUB 
•  ePub: International Digital Publishing 

Forum（IDPF）が 
推進する電子書籍フォーマット


•  中身はXHTMLとCSS

•  iPadの電子書籍ビューワ、iBooksに採用

•  縦書き、ルビ、禁則処理などは  
未対応


電子書籍において、日本語レイアウト仕様 
の組み入れは大きな問題 



JLTF: Japan Layout Task Force 

•  ウェブ標準規格に日本語表現＝縦書き・ルビなどの
仕様を追加しようという活動


•  ウェブ標準=W3C標準は英語。 
→日本語のレイアウトを英語で定義するという試み


•  関連規格（CSS、XML、SVG等)を策定するWorking 
Groupへと仕様を提言 

•  日本語は、JIS X4051で定義する




JLTF は横連携TF 

http://www.w3.org/2007/02/japanese-layout/ 



JLTFの成果（ルビ） 
http://www.w3.org/TR/jlreq/ 

目的： 
Ｗｅｂブラウザで 
印刷原稿草稿が 
できる仕様。 



JLTFの成果（割注） 

http://www.w3.org/TR/jlreq/ 



JLTFの成果 
•  「その国固有の、印刷業界での版組を 
英語で定義した」ことが、世界的に見ても 
快挙として、注目される活動です。


•  一般ブラウザで印刷校正ができる未来。 
例えば、ルビが正しく表示される 
未来を創る！


•  もちろん、電子書籍にもその成果は 
反映されます。




CSS とCJKレイアウト 
融合ワークショップ 



コンテンツ流通における 
ウェブ標準の重要性 

•  ウェブを通じたコンテンツ提供の一般化

•  iPad, Kindle, GALAPAGOS等、電子書籍
端末に対する注目が集まる


•  ePUB, XMDF等、電子書籍用規格の乱立


既に広く用いられている

ウェブ標準規格=HTML+CSS


が果たす役割の拡大 



国際標準とするためのCJK連携 
•  世界の縦書き文化圏はJapan(日本)以外にも


– China (中国語圏):中国、台湾等

– Korea (韓国語圏):韓国 

CJK (China/ Japan/ Korea)

連携の必要性 



W3Cによる 
CSS とCJKレイアウトの融合ワークショップ 

の開催を提案しています 

Globalization


(Global Layout  
Specs)


*Vertical Layout

*Ruby 

* etc.. 

Target for:  Globalization =with CJK Layout specs

                     =Japan, Taiwan, China, Mongol, African 
etc..

Purpose for : “Global One Web” with W3C standards!

Work area : CSS , (+HTML5, SVG)


HTML
5 

ePuB 

Into  Globali
zation


提案:

日本での「本やコミックでの文化」を、 
Webの国際化推進としてCSS仕様として  
W3Cへ提案していただきたい。


CSS3 +    
Global 

One 

Web  

re
fe

r 



国際標準への反映に向けた具体的スキーム 

CSS
 SVG
 HTML
5


I18n

(Inter
natio
naliz
ation)


JLTF =Japan Layout Task Force

(W3C/Keio supported, ending) 


“Japanes
e Layout 

notes” Results


Impacted 

To Many 
global 
cultures  

Taiwan, 
Korea, 
china, 

Mongol, 
Africa.. 

Globalization 
(Global Layout 

Requirements) 

1st step:

CSS + 


“Globalization” 

 CJK 
Layout 

Specs 

Global

Layout


IG

(New)


課題：主体的推進企業３社以上が必要。


CSS組込
化推進
必須 



Web of Things：新キーワード




Webのさらなる広がり 
インターネットが広がり、人とのインターフェースがWebへと広がる。

ホームITは、「繋ぐ」の次へ「使う」の時代になる。

Web は「使う」のプラットフォームとして広がる。


サービスのアプリケーションの、プログラム実行プラットフォームとして
「Web 」を捕える必要がある。Webは急速に機能向上して拡大している。


日本には、世界に先行する

１）FTTHなど高速インターネット活用環境の経験がある。

２）モバイルインターネット活用の環境と経験がある。

２）Felicaチップ利用など、サービスの環境がある

３）ホームITでのサービス経験がある。


世界は、インターネットでのサービスでの遅れを、open Web application  
platform上でのビジネスへ切り替え、（サービスを飲み込み）、 
追い抜こうとしている。


あらゆる社会の基盤がWoT (Web of Things)で

再構築されようとしています。




The Web of Things 

http://ercim-news.ercim.eu/content/view/343/536/ 

It's not the wires - it's the computers 

It's not the documents - it's the things 

The World of Things ... on the Web 




The Web of Thingsのインパクト 
•  Identifier(識別子）さえあれば、どんな事物・概念も 
コンピュータネットワーク上で取り扱うことができる


•  IdentifierがURIであれば、WWW上で取り扱うことが  
できる


•  モノ・場所・人・時間……あらゆるものが 
URIをもち、WWW上で相互に関連付けられ、 
計算処理されることにより、高度なサービスが 
提供される世界。それこそが、、、、、 

The Web of Things 



全てのサービスはWeb Application Platform上へ 

Adaptor Service

Server 

Only use web 
technologies 

GTW, TCP/IP, Java, OS, 
API… 

Cloud, agent, 
internet, ..  

世界は、インターネットでのサービスでの遅れを、

open Web application platform上でのビジネスへ切り替え、

（サービスを飲み込み）、追い抜こうとしている。


On open Web application platform On open Web application platform 

Web of 
things 

Web of 
things 



WoT、ホーム ネットワークへの展開 
WoT技術をセキュリティ分野で実用するプロジェクトが


進められています


Server	
  
Service	


Security	
  
Service	
  

Applica/on	


Sensor 
Router	
  	


EMMA仕様/TCPIP	


Sensor WoT  Board 

Android	


Sensor	
  WoT	
  So=	
  modules	
  

処理エンジン	
   EM
MA
変
換	


a) Sensor WoT Soft Modules:センサー結果を処理して、サービスへ渡すソフト。

b) Security Service Application：セキュリティ・アプリソフト。 
（携帯へメールする。） 



ウェブの未来を創っているのは？




ウェブの未来を 
創っているのは、 
ひとりひとりの 
エンジニアであり、 
標準化プロセスに 
参加する企業・組織です。 



W3Cは 
仕様をつくる 
舞台です。




その舞台は 
海の向こうに 
あるわけでは 
ありません。




すぐそばで

進んでいる

ウェブの未来を
創る活動




あなたも

ぜひ参加

してください




ウェブ標準化活動への参加方法 
1.  会員としてW3Cに参加する


1.  Working Groupへの参加によって、仕様にご自身の技術や
意見を盛り込む


2.  会議(電話・F2F)、メーリングリスト等の議論やデータにア
クセス可能。 
→いち早く詳細な情報を入手して、最新の仕様を 
　実装可能


2.  Interest Groupへ参加する

  会員企業・団体に属していない個人でも参加可能。

  日本語で議論するJAIG (Japanese Interest Group)もありま
す。


  日本の実態に即した仕様に関する意見を、 
発信することが可能です。


  Web and TV Interest Groupの活動は始まったばかりです。 
今こそ、ぜひご参加を。


3.  標準仕様を積極的に実装する 



ありがとうございました。 
Keio-contact@w3.org 
http://www.w3.org 



W3C関係ＵＲＬ 
W3C全般について:

    * W3Cトップページ=http://www.w3.org/ 
    * W3Cについて=http://www.w3.org/Consortium/ 
    * 初めて訪れる方向けの説明 

=http://www.w3.org/Consortium/new-to-w3c.html 
   ＊★申し込みページ: http://www.w3.org/Consortium/application.php3

　 ＊日本語による記入方法ガイド：W3c Application Step 1.pdf

特許方針について 
    * W3C Patent Policy=http://www.w3.org/Consortium/Patent-
Policy-20040205/

    * Patent Policy FAQ=http://www.w3.org/2003/12/22-pp-faq.html

    * Implementation of Patent Policy  

=http://www.w3.org/2004/01/pp-impl/


W3C文書の日本語翻訳集=http://www.w3.org/2005/11/Translations/
Query?titleLanguageMatch=&lang=ja&search2=Submit

標準準拠確認ツール （Validator)=http://validator.w3.org/#validate_by_uri




HTML5 ならびに関連仕様デモ 
URL集  

•  Drag & Drop

–  Diaspar Journal: Drag & Drop - HTML5版  

http://diaspar-journal.blogspot.com/2008/09/drag-drop-html5.html


•  SVG

–  フォクすけの壁紙メーカー 

http://wallpapers.foxkeh.com/ja/creator/pc.xhtml

–  SVG女子 http://jsdo.it/event/svggirl/


•  canvas

–  HTML5 Experiment: Visualizing the World Cup  

http://robertivan.com/WorldCuphtml5.html

–  U.S. Nissan | Leaf 

http://www.nissanusa.com/leaf-electric-car/index#/leaf-electric-car/index

•  CANVAS & HTML5 Video


–  HTML5 Video Destruction 
http://craftymind.com/factory/html5video/CanvasVideo.html


•  Audio Data API

–  Mozilla Audio Data API  

http://videos.mozilla.org/serv/blizzard/audio-slideshow/


•  CSS3

–  Google Images Box CSS 3D example  

http://www.addyosmani.com/resources/googlebox/



